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第２７回日本疫学会学術総会の開催（ご案内） 

 

日本疫学会は人を対象とする医学研究の手法である「疫学」を専門とする研究者の学術集団です。 

このたび、本学術総会のテーマを「ライフコース・ヘルスケアを支える疫学」として、以下のとおり

開催することとなりました。当日ご取材いただければ幸いです。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

会 期：２０１７年１月２５日(水)～２７日(金) 

会 場：ベルクラシック甲府（甲府市丸の内 1-1-17） 

テーマ：ライフコース・ヘルスケアを考える疫学 

学会長：山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座教授） 

 

 

概 要： 

日本疫学会は人を対象とする医学研究の手法である「疫学」を専門とする研究者の学術集団です。本

学術総会のテーマは「ライフコース・ヘルスケアを支える疫学」としました。「ゆりかごから墓場まで」

は第二次大戦後の英国の社会保障政策のスローガンです。生涯を通じた福祉政策を象徴した言葉ですが、

健康政策も同様に生涯を通じた健康を支援することが必要です。疫学研究はこれまでがんや循環器疾患

など疾患中心の研究が主体でしたが、本学会ではライフコース・ヘルスケアの視点から、胎児期からは

じまる疾病予防に、疫学がどのように貢献できるかを議論したいと思います。その際に重要な研究手法

となるコホート研究（追跡調査）についての最先端の学術知見や技術のみならず、研究は研究協力者で

ある患者様、健康な方と一体となった研究を進めていくために研究倫理や社会実装（成果の社会への適

応）も重要なテーマとして議論したいと思います。 

 

※ 詳細は、次ページ及び別添資料をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
（問い合わせ先） 
山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座（山縣・中山） 

電話 055-273-9564 

  Eメール：zenymgt@yamanashi.ac.jp 
 sakuran@yamanashi.ac.jp 

mailto:zenymgt@yamanashi.ac.jp
mailto:sakuran@yamanashi.ac.jp
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学術企画： 

①学会長講演   1 月 26 日（木）9：00～9：45 

「ライフコース・ヘルスケアを支える疫学～研究と政策基盤としてのコホート研究～」 

座長 安村 誠司（福島県立医科大学医学部医学科公衆衛生学講座） 

演者 山縣 然太朗（山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座） 

②特別講演（1）   1 月 26 日（木）14：45～15：45 

「医療番号制度と医療 ICT がもたらす可能性」 

座長 中村 好一（自治医科大学公衆衛生学教室） 

演者 森田 朗（国立社会保障・人口問題研究所） 

 特別講演（2）  1 月 26 日（木）15：45～16：45 

「An overview of Danish national birth cohort research that has utilized data from the Danish  

Civil Registration System and Disease Registration System」 

座長 磯 博康（大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座公衆衛生学教室） 

演者 Mads MELBYE（Professor, MD, DMSc; Executive Vice President, Statens Serum Institut,  

Denmark） 

 

③編集委員会企画  1 月 25 日（水）16：30～18：00 

「国際研究者識別子 ORCID：いま研究者が知らなければいけないこと」 

演者 宮入 暢子（Regional Director, Asia Pacific, ORCID） 

④特別企画 トピックス  1 月 26 日（木）12：30～13：45 

「たばこ白書と倫理指針」 

座長 祖父江 友孝（大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座環境医学教室） 

演者 片野田 耕太（国立がん研究センターがん対策情報センター） 

  Peiyu Wang（School of Public Health,Peking University,China） 

  玉腰 暁子（北海道大学大学院医学研究科社会医学講座公衆衛生学分野） 

⑤学術委員会企画シンポジウム  1 月 27 日(金)13：00～15：00 

「臨床医と共に臨床研究を推進する疫学」 

座長 曽根 博仁（新潟大学大学院医歯学総合研究科 血液・内分泌・代謝内科学分野） 

宮本 恵宏（国立循環器病研究センター研究開発基盤センター予防医学・疫学情報部） 

演者 大久保 孝義（帝京大学医学部衛生学公衆衛生学講座） 

    高橋 理（聖路加国際病院） 

    村上 義孝（東邦大学医学部社会医学講座医療統計学分野） 

    武藤 香織（東京大学医科学研究所公共政策研究分野） 
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⑥シンポジウム   1 月 26 日（木）9：50～11：30 

「リーダーが語るコホート研究のガバナンス～立ち上げ、継続と成果の還元～」 

座長 玉腰 暁子（北海道大学大学院医学研究科社会医学講座公衆衛生学分野） 

三浦 克之（滋賀医科大学社会医学講座公衆衛生学部門） 

演者 清原 裕（公益社団法人 久山生活習慣病研究所） 

   辻 一郎（東北大学大学院医学系研究科医科学専攻社会医学講座公衆衛生学分野） 

   津金 昌一郎（国立がん研究センター社会と健康研究センター） 

⑦特別企画（国際シンポジウム） 1 月 26 日（木）17：30～18：30 

「若手疫学者の皆さん！一大国家プロジェクト『エコチル調査』へ参加しよう！」 

座長 川本 俊弘（産業医科大学医学部産業衛生学講座） 

新田 祐史（国立研究開発法人国立環境研究所 環境リスク・健康研究センター） 

演者 Mads Melbye (Exective Vice President, Statens Serum Institut, Denmark) 

中山 祥嗣（国立研究開発法人国立環境研究所 環境リスク・健康研究センター） 

 

⑧一般口演及びポスターセッション 

一般口演   1 月 26 日（木） 11：30～12：30（優秀演題賞候補セッション） 

 1 月 27 日（金）  9：00～12：00 

 1 月 27 日（金） 13：00～17：00 

ポスターセッション  1 月 27 日（金）  9：00～12：00 

 1 月 27 日（金） 13：00～17：00 

 

⑨疫学セミナー    1月 25日（水）13：00～16：00 

「追跡データの分析の A to Z」 

 

 

問合せ先：山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座（山縣・中山） 電話 055-273-9564 

Eメール：zenymgt@yamanashi.ac.jp  sakuran@yamanashi.ac.jp 

 

mailto:zenymgt@yamanashi.ac.jp
mailto:sakuran@yamanashi.ac.jp


The 27th Annual Scientific Meeting of the Japan Epidemiological Association

ベルクラシック甲府
ＪＲ甲府駅北口から徒歩3分
〒400-0031 山梨県甲府市丸の内1-1-17 
TEL ： 055-254-1000
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研究と政策基盤としてのコホート研究

「医療番号制度と医療のＩＴ化がもたらす可能性」
森田 朗　国立社会保障・人口問題研究所　所長

「An overview of the Danish national birth cohort study」
Mads Melbye, Professor, MD, DMSc 
Executive Vice President, Statens Serum Institut, Denmark

山縣 然太朗 山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座 教授

シンポジウム

特 別 講 演

学　　会　　長

一般演題登録期間　2016年8月1日(月) ～ 9月30日(金)

事前参加登録期間　2016年8月1日(月)～11月30日(水)

総会事務局 ： 山梨大学大学院総合研究部医学域 社会医学講座
〒409-3898 山梨県中央市下河東1110
TEL ： 055-273-9897  FAX ： 055-273-7882   URL ： plaza.umin.ac.jp/ekigaku27/


